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ご説明資料

敦賀発電所１，２号機の現況について

２０２１年５月１３日

日本原子力発電株式会社
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本日のご説明内容
敦賀発電所の運営状況について
（１）敦賀発電所の概要について

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

（４）敦賀発電所等の主な公表について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

敦賀半島

敦賀発電所１,２号機

敦賀市街

関西電力
美浜発電所

（加圧水型軽水炉）

原子力機構

もんじゅ
(高速増殖炉)

敦賀原子力館

若狭湾敦賀発電所３,４号機
建設予定地

原子力機構

ふげん
(新型転換炉)

美浜市街

南

敦賀湾

水島

○敦賀発電所敷地付近 全景
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

○敦賀発電所１号機・２号機のしくみ
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○敦賀発電所１号機 廃止措置計画について
敦賀発電所１号機の廃止措置⼯程は、３段階に分け２４年をかけて⾏い、放射能レベルの
低い領域から解体を開始します。特に放射能レベルの⾼い原⼦炉本体等の領域は、放射能が時
間と共に弱くなる性質を利⽤し、放射能レベルが下がってから解体を⾏います。
具体的には、原⼦炉建屋内から燃料を搬出後、原⼦炉本体の解体を⾏い、その後建屋を解体
し更地にします。

（２）敦賀発電所１号機 廃止措置状況について

核燃料物質の搬出（新燃料︓加工ﾒｰｶｰへ）
（使⽤済燃料:２号機へ）

原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備解体撤去

原子炉圧⼒容器等の解体撤去
原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備
解体撤去（継続）

管理区域の解除
原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋
解体撤去

原⼦炉建屋

原⼦炉
圧⼒容器

原⼦炉格納容器

使⽤済燃料
プール（ラック）

核燃料物質
の搬出

換気空調設備

補機冷却⽔設備

タービン 発電機

復⽔器

圧⼒抑制プール

タービン建屋

主な解体範囲

原⼦炉建屋

タービン建屋
原⼦炉格納容器

使⽤済燃料
プール

原⼦炉
圧⼒容器

換気空調設備

主な解体範囲 主な解体範囲

原⼦炉建屋

タービン建屋

原子炉本体等解体準備期間
【９年間】

原子炉本体等解体期間
【９年間】

建屋等解体期間
【６年間】

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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○現在実施中の解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（２）敦賀発電所１号機 廃止措置状況について

（１）屋外設備（窒素供給装置、補助ボイラー）解体⼯事
屋外に設置されている窒素供給装置及び補助ボイラーの機器を解体撤去します。
（主に非管理区域の作業となります。）

解体対象施設の範囲

１号機

①

②

【窒素供給装置】

【主な解体対象設備】
①窒素供給装置 ②補助ボイラー及び補助ボイラー建屋

【補助ボイラー建屋】 【補助ボイラー】



7

○現在実施中の解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（２）敦賀発電所１号機 廃止措置状況について

（２）タービン補機冷却系熱交換器他解体⼯事
タービン建屋１階に設置されているタービン補機を冷却する熱交換器等の機器を解体撤去します。
（管理区域の作業となります。）

解体対象施設の範囲

②

①

【補機冷却⽔ポンプ】 【補機冷却⽔熱交換器】

【主な解体対象設備】
①補機冷却⽔ポンプ ②補機冷却⽔熱交換器
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○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（２）敦賀発電所１号機 廃止措置状況について

❶タービン・発電機等解体工事 ❸高圧注水系ディーゼル・ポンプ等解体工事❷制御棒駆動ユニット等解体工事

 ２０１７年度︓排⽔ピットの除染⼯事を実施し完了
 ２０１８年度〜２０１９年度︓以下の解体⼯事を実施し完了

解体前

解体後

❶タービン・発電機

解体前

解体後

解体前

解体後

❸高圧注水系ディーゼル・ポンプ❷制御棒水圧駆動ユニット
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○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（２）敦賀発電所１号機 廃止措置状況について

 ２０２０年度︓⽔素・酸素発⽣装置の解体⼯事を実施し完了

【主な解体対象設備】
①電解槽 ②圧縮機 ③ガスホルダー ④サージタンク ⑤電圧整流器 ⑥制御盤 ⑦電源盤

【電解槽】 【圧縮機】

①

②

②

③ ③④

④
⑤

⑥

⑦

②

③

解体対象施設の範囲
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（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

○敦賀発電所２号機 新規制基準への適合性確認審査状況について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

原⼦⼒規制委員会発⾜ 2012年9月19日

敦賀２号機 新規制基準適合性確認申請 2015年11月5日

2012年11月〜2015年3月
原⼦⼒規制委員会
敷地内破砕帯調査に係る
有識者会合への対応

新規制基準施⾏ 2013年7月8日

※2014年12月3日原⼦⼒規制委員会
審査は原⼦⼒規制委員会が⾏い、許認可を決定する。
有識者の評価は、重要な知⾒の⼀つとして参考とする。

2018年6月6日
規制庁「審査の透明性向上に向けた対応策」

（同⼀案件ヒアリング2回ルール） 審査会合(5) 2018年4月27日︓地震動評価

審査会合(6) 2018年 7月 6日 ︓敷地内破砕帯評価

審査会合(8) 2019年4月26日︓地震動評価
審査会合(7) 2018年11月30日︓敷地内破砕帯評価

審査会合(9) 2019年 8月23日 ︓記載の不備、配置⾒直し、破砕帯追加調査概要

審査会合(1) 2015年11月19日︓敷地内破砕帯評価と地震動評価から優先して審査を進める
審査会合(2) 2016年 1月26日︓申請の概要を説明
審査会合(3) 同 年 2月 4日 ︓規制委員会側から審査に当たっての「主要な論点」 （13項目）の提示

審査会合(10)2019年10月11日︓記載の不備への対策

まずは破砕帯から進めることとなり、ヒアリングの積み重ね

審査会合(11) 2019年12月13日︓地震動評価

審査会合(4) 2017年12月22日︓敷地内破砕帯評価の審査、地震動評価についても説明要請あり

審査会合(12)2020年 2月 7日︓敷地内破砕帯評価

審査会合(13)2020年 2月14日︓敷地内破砕帯評価※
※Ｋ断層評価を説明したところ、
審査資料に係る指摘があり現在対応中

審査対応継続
審査対応継続

審査会合(14)2020年 6月 4日︓敷地内破砕帯評価※

審査会合(15)2020年10月30日︓敷地内破砕帯評価※
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○敦賀発電所２号機審査 これまでの説明・対応の進捗状況について

（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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○敦賀発電所１号機の廃止措置計画変更認可について
（２０２１年２月２６日公表）

敦賀発電所１号機は、使⽤済燃料プールにて保管している使⽤済燃料の発熱が⼗分低下したことに伴
い、設備の維持管理を⾒直すことなどから、２０２０年９月４日に原⼦⼒規制委員会に対して廃止措置
計画変更認可申請を⾏いました。
その後の審査を踏まえ、性能維持施設の維持管理に係る記載の⼀部を追加し、２０２１年１月１２
日に原⼦⼒規制委員会に対して廃止措置計画変更認可申請の補正を⾏い、同年２月２６日、原⼦⼒
規制委員会から認可をいただきました。

（４）敦賀発電所等の主な公表について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（主な変更内容）
（１）使⽤済燃料プール⽔の冷却が不要

になることに伴い、以下のとおり廃止
措置計画に定める維持管理設備
に係る記載を変更

• 使⽤済燃料貯蔵設備の冷却・
浄化機能を、浄化機能のみへ
変更

• 原⼦炉補機冷却⽔設備と補機
冷却海⽔設備を、廃止措置計
画に定める維持管理設備から
削除

（２）使⽤済燃料プール⽔を冷却するため
の電源供給が不要となることから、
非常⽤ディーゼル発電機を廃止措
置計画に定める維持管理設備から
削除
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○敦賀発電所１号機 第４回定期事業者検査の開始について
（２０２１年３月３０日公表）

敦賀発電所１号機は、２０２１年４月１日から約４か月の予定で、第４回定期事業者検査を開始し
ました。
定期事業者検査※を実施する施設は次のとおりです。

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（４）敦賀発電所等の主な公表について

※ 原⼦炉等規制法の改正（令和２年４月１日施⾏）により、新検査制度が導⼊され、これまで⾏われてい
た原⼦⼒規制庁による施設定期検査は廃止された。また、定期事業者検査については事業者の責任が明
確化され、原⼦⼒規制庁は「原⼦⼒規制検査」として事業者の全ての保安活動を監視することとなった。

施設区分 主な設備 主な検査

原⼦炉本体 放射線遮蔽体 原⼦炉建物外壁の外観検査

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 核燃料物質取扱設備 等 燃料取扱装置の機能・性能検査

放射性廃棄物の廃棄施設 気体廃棄物の廃棄設備 等 排気筒の外観検査

放射線管理施設 屋外管理⽤の主要な設備 等 排気筒モニタの機能・性能検査

原⼦炉格納施設 構造 等 原⼦炉建物通常換気系の
機能・性能検査

その他原⼦炉の附属施設 非常⽤電源設備 等 蓄電池の機能・性能検査

その他主要設備 消火装置 等 消火ポンプの機能・性能検査
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○敦賀発電所の低レベル放射性廃棄物の輸送について
（２０２１年４月２２日公表）

敦賀発電所の低レベル放射性廃棄物を日本原燃株式会社の低レベル放射性廃棄物埋設センター
（⻘森県六ケ所村）へ輸送するため、４月２３日に低レベル放射性廃棄物専⽤の運搬船 「⻘栄丸」が
敦賀発電所に⼊港し、専⽤コンテナ９２個の積み込み完了後、４月２５日に出港しました。

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

（４）敦賀発電所等の主な公表について

⻘栄丸 低レベル放射性廃棄物輸送容器
（専⽤コンテナ）

レーダー（２台）

船載クレーン

低レベル放射性廃棄物輸送容器

（専⽤コンテナ）

二重船殻構造
二重船床構造


